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【年通号数】公開・登録公報2012-015
【出願番号】特願2011-255418(P2011-255418)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｃ０１Ｇ  45/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/50    １０２　
   Ｃ０１Ｇ  45/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月13日(2013.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピネル構造を有するＬｉ－Ｍｎ系複合酸化物粒子を主体とするリチウムイオン二次電
池用正極活物質において、下記式
　　　　　　　空隙率（％）＝（Ａ／Ｂ）×１００　　　　　（１）
（Ａは二次粒子１個の断面に含まれるポアの総断面積であり、Ｂは二次粒子１個の断面積
である。）で示される前記粒子の空隙率の平均値が１５％以下であり、正極活物質の結晶
子サイズが９６０オングストローム以下であることを特徴とするリチウムイオン二次電池
用正極活物質。
【請求項２】
　前記平均空隙率の値が１０％以下であり、かつ一次粒子の平均粒子径が０.２～３μｍ
である請求項１に記載のリチウムイオン二次電池用正極活物質。
【請求項３】
　正極活物質のタップ密度が、１.９ｇ／ｍｌ以上である請求項１または２に記載のリチ
ウムイオン二次電池用正極活物質。
【請求項４】
　正極活物質のタップ密度が、２.２ｇ／ｍｌ以上である請求項３に記載のリチウムイオ
ン二次電池用正極活物質。
【請求項５】
　正極活物質の結晶子サイズが、４００～９６０オングストロームである請求項１乃至４
のいずれかの項に記載のリチウムイオン二次電池用正極活物質。
【請求項６】
　正極活物質の格子定数が、８.２４０オングストローム以下である請求項１乃至５のい
ずれかの項に記載のリチウムイオン二次電池用正極活物質。
【請求項７】
　前記粒子が、スピネル構造を有するＬｉ－Ｍｎ系複合酸化物と焼結促進助剤とを含む混
合物を造粒及び焼結してなるものであり、前記焼結促進助剤が、(1)５５０℃～９００℃
の温度で溶融する酸化物、もしくは同酸化物になり得る前駆体、または(2)５５０℃～９
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００℃の温度でリチウムもしくはマンガンと反応することで溶融する酸化物、もしくは同
酸化物になり得る前駆体である請求項１乃至６のいずれかの項に記載のリチウムイオン二
次電池用正極活物質。
【請求項８】
　前記焼結促進助剤が、Ｂｉ、Ｂ、Ｗ、Ｍｏ、Ｐｂからなる群より選ばれる少なくとも１
種の元素または元素を含む化合物、またはＢ2Ｏ3とＬｉＦを組み合わせた化合物またはＭ
ｎＦ2とＬｉＦを組み合わせた化合物である請求項７に記載のリチウムイオン二次電池用
正極活物質。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかの項に記載のリチウムイオン二次電池用正極活物質を含む電
極用ペースト。
【請求項１０】
　請求項１乃至８のいずれかの項に記載のリチウムイオン二次電池用正極活物質を含むリ
チウムイオン二次電池用正極。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のリチウムイオン二次電池用正極を備えたリチウムイオン二次電池。
【請求項１２】
　リチウムイオン二次電池が、コイン型電池、巻回型電池、円筒型、角型電池または積層
型電池である請求項１１に記載のリチウムイオン二次電池。
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